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　朝方や夕方は大分涼しくなって来ましたが、まだま
だ残暑厳しい日々 が続いています。今年も熱中症や
感染症などで体調を壊される人が多く、救急搬送も
増加の一途だと聞いています。体調管理には十分気
をつけてください。
　最近の気候を見ると、四季のバランスが崩れてい
るように思えてなりません。日本の四季はそれぞれ
に特徴があり、季語として俳句にも活用されており、
情緒豊かな日本そのものを表しています。九重でも、
春は黒（野焼き）、夏は青（山々）、秋は赤（紅葉）
冬は白（雪）と、季節で色を表現しています。表情
豊かな九重の自然とそこに生きる九重の心豊かな人
たちが共に生き、共に守りながら創造していくことが
大切だと改めて感じました。
　災害からの復旧復興は、これまで最重要課題とし
て取り組んできましたが、コロナ禍や物価高騰による
経済への打撃も大きく、経済対策も並行して取り組
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とびらをあけて
九重町長　日野 康志

町 長 コ ラ ム んで参りました。その一つとして、筋湯地区が申請
した「地域が一体となった観光地の再生、観光サー
ビスの高付加価値化事業」の採択に向け、観光庁
に自ら出向き事業説明をして参りました。競争が激し
く採択が非常に厳しいと言われておりましたが、総事
業費９億円で、約４億円の補助金を取ることができま
した。この事業を契機に、筋湯地区の若い経営者
の皆さんと一緒に、新たな時代を築いて参ります。
　今年の５月から新型コロナウイルス感染症が、５類
に変わり多くの事業が復活しています。７月には祇園
祭、８月には盆踊りや二十歳のつどいなど大きな行事
が賑わいを見せ、久しぶりに皆さんの顔が輝いており、
私自身も楽しい時間を過ごすことができました。これ
からも秋の行事が盛りだくさんです。特に、九重町
最大の行事である、「九重ふるさと祭り」が１０月１４
日、１５日に開催されます。「人が集えば幸せも集う。
幸せが集えば人も集う」を合言葉に、大変な事はい
つの時代もありますが、前向きに生きる気持ちを皆さ
んで一緒に持て
ば未来は拓ける
と思います。幸
せを掴むために
も、明るく前向
きに生きていき
ましょう。

九重ふるさと九重ふるさと くじゅうの生きもの観察会
　自然学校のフィールド「さとばる」にて、毎月第 4 日曜日に生きもの観察会を実施してい
ます。秋になると木々は紅葉し、草原にはふわふわの穂をまとったススキの銀世界が広がり
ます。秋を飾る野花や動物たちを求めて、のんびり自然散策なんていかがでしょうか。

日程：秋の回
・　9 月 24 日（日）　担当：川野
・10 月 29 日（日）　担当：宮本
・11 月 26 日（日）　担当：阿部

　時　　間：10:30 〜 12:00　※雨天中止
　集合場所：九重ふるさと自然学校事務所（九重町田野 1726-408）
　参 加 費：１名 300 円　※ 3 歳以下無料 
　　※事前申し込み不要
　　※１０名以上の団体利用の場合は事前にご相談ください

秋に見られる生きものを一部ご紹介！
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ふるさとの
 文化財探訪

第112回

小
倉
神
社
を
飾
る
彫
刻

文
化
財
調
査
委
員　
梅
木 

恵
美

町
田
川
を
渡
り
、
小
倉
岳
の
ふ

も
と
に
小
倉
神
社
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
、
歩
い
て
遠

足
に
行
き
、
境
内
で
お
弁
当
を

食
べ
た
記
憶
が
懐
か
し
い
思
い

出
の
場
所
で
す
。

　

小
倉
神
社
と
言
え
ば
、
秋
の

お
祭
り
で
奉
納
さ
れ
る
県
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
町
田

楽
が
有
名
で
す
が
、そ
の
小
倉
神
社
の
中
で
も
、

本
殿
は
九
重
町
の
指
定
有
形
文
化
財
で
す
。

　
上
棟
時
の
木
槌
墨
書
に
よ
る
と
、嘉
永
五
年
、

石
碑
銘
に
よ
る
と
安
政
二
年
と
推
定
さ
れ
ま

す
。
大
工
棟
梁
は
佐
藤
左
之
策
。
52
歳
の
時
の

作
品
で
す
。

　

嘉
永
五
年
は
今
か
ら
１
７
１
年
前
の

１
８
５
２
年
。
徳
川
12
代
将
軍
家
慶
の
世
、
伊
豆

の
下
田
港
に
ロ
シ
ア
の
船
が
来
航
し
た
年
、
翌

年
に
は
ペ
リ
ー
が
来
航
し
た
幕
末
の
時
代
で
す
。

　
本
殿
は
大
型
の
『
三
間
社
流
造
。
銅
板
葺
き

で
向
拝
三
間
、
浜
床
付
』

　

本
殿
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
神
殿
」。
神
霊
を

宿
し
た
御
神
体
を
安
置
す
る
場
所
・
建
物
で
あ

り
最
も
大
切
な
場
所
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
社

の
一
番
後
ろ
に
建
て
ら
れ
、
一
般
人
は
入
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
本
殿
」の
手
前
に「
幣
殿
」、

そ
し
て
「
拝
殿
」
と
、
一
見
く
っ
つ
い
た
状
態

に
な
っ
て
い
ま
す
が
別
々
の
建
物
で
す
。普
段
、

参
拝
す
る
場
所
は
拝
殿
の
前
で
あ
り
、
祈
祷
を

受
け
た
り
す
る
時
に
神
社
の
社
殿
の
中
に
入
る

建
物
が
拝
殿
で
す
。
お
祓
い
や
ご
祈
祷
の
最
中

に
榊
を
お
供
え
し
た
り
、
お
神
酒
や
お
米
を
お

供
え
す
る
場
所
が
幣
殿
で
す

　
本
殿
の
正
面
か
ら
見
る
と
、
大
き
な
柱
が
四

本
あ
り
、
柱
の
間
が
３
つ
な
の
で
「
三
間
」

　
「
流
造
」
と
は
、
横
か
ら
見
る
と
屋
根
の
形

が
本
を
伏
せ
た
よ
う
な
流
れ
る
曲
線
の
切
妻
屋

根
の
こ
と
で
す
。
参
拝
者
の
雨
除
け
の
た
め
に

前
だ
け
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
向
拝
」
と
は
、

そ
の
雨
除
け
部
分
に
張
り
出
し
た
庇
の
下
を
指

し
ま
す
。「
浜
床
」
と
は
、
今
で
い
う
と
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
？
向
拝
の
階
段
下
の
床
な
ど
を
指
し

ま
す
。
難
し
い
説
明
は
こ
の
辺
で
。

　
神
社
に
行
っ
て
、
ま
ず
は
お
参
り
。
ぐ
る
り

と
境
内
を
歩
き
、
じ
っ
く
り
建
物
を
見
る
と
、

ひ
と
き
わ
目
に
つ
く
の
が
、立
派
な
彫
刻
で
す
。

　
植
物
と
し
て
は
菊
花
、
竹
、
牡
丹
の
花
。
流

れ
る
よ
う
な
曲
線
の
水
流
、雲
文
。そ
し
て
様
々

な
動
物
が
生
き
生
き
と
。
鷲
、
鶴
、
鳳
凰
。
鯉

は
体
に
水
流
を
巻
い
て
動
き
出
し
そ
う
な
ほ
ど

見
事
な
彫
刻
に
現
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な

手
法
が
、
佐
賀
県
伊
万
里
市
の
伊
万
里
神
社
な

ど
で
も
見
ら
れ
る
と
の
こ
と
。

　
そ
し
て
向
拝
部
分
に
は
、
ボ
ス
キ
ャ
ラ
と
も

い
え
る
、
あ
の
動
物
が
本
殿
を
見
守
っ
て
い
る

か
の
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
は
見
て
の
お
楽
し
み
。
ぜ
ひ
秋
季
大
祭

へ
、
明
る
い
時
間
に
足
を
運
び
直
接
見
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。　

　
参
考
文
献　
九
重
町
の
建
造
物
（
九
重
町
教
育
委
員

会
）
九
重
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
28
輯

　第３回の講座では「学校ではこんなふうに学んで
います」と題して、飯田小学校の小西尚史先生を講
師に招きました。講座終了後に書いていただいたアン
ケートで以下のような記述がありました。（一部抜粋）
・差別されているのは、している人がいるから。
何で、どのように差別してきたのか考えるのが必
要だと思った。
・江戸時代まで遡れば、自分には１００万人も命の

2023 年度　第３回なるほど “ ザ ” 人権講座

人権

No.325

つながりがある。＝自分に被差別部落が関係ない
ワケがない！！
・子どもたちとは「差別しよる人がおったら（言い
よる人も含めて）、『それはおかしいんじゃない？』
と言ってみらん？！」という話ができるといいなと
思います。子どもがどういう意見を持つかも気に
なるところです。
・解体新書で差別された方々が活躍していたこと
にも驚きでした。そんな人たちが勝手につくられ
た身分制度だけで差別されるのはおかしいと思い
ました。
・大人の学びは自分から動かないと回収できない
ので、学び続けようと思います。
・小～中で差別について学んだつながりがある仲
間と離れ、新たな環境になった時がとても心配。
それでも子ども達にはきちんと芯を持って生きて
いける人間であり続けてほしい。
　紙面の都合上、詳細について掲載することができ
ませんが、ご質問等がございましたら、社会教育課

（７６－３８２３）までお問い合わせ下さい。
（社会教育課）
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新刊・新着図書案内 ～ 夏の疲れがでてきた皆さん、図書館でリフレッシュしませんんか！特設コーナーも盛りだくさんです～

●児童図書・コミック
くすのきだんちのねむりいす 武鹿悦子
くすのきだんちはサン！サン！サン！ 武鹿悦子
ぐいーん！こうしょさぎょうしゃ 竹下文子
アマガエルのうた 谷口智則
バスが来ましたよ 由美村嬉々
せかいのひとびと ピーター・スピアー
ほねほねザウルス２７ カバヤ食品株式会社
あやし、おそろし、天獄園 廣嶋玲子
●一般図書
二枚の絵 柳橋の桜シリーズ３（文庫） 佐伯泰英
不酔（よわず）の酒 おれは一万石シリーズ２５（文庫） 千野隆司
おくることば（文庫） 重松清
注文の多い料理小説集（文庫） 柚木麻子、他
３分で読める！ティータイムに読むおやつの物語
 『このミステリーがすごい！』編集部
この夏の星を見る 辻村深月
図書館のお夜食 原田ひ香
おかげで、死ぬのが楽しみになった 遠未真幸
まいまいつぶろ 村木嵐
ストロベリームーン 芥川なお
昨日のパスタ 小川糸
チャットＧＰＴ ｖｓ．人類 平和博
瞬読見るだけノート 山中恵美子
左脳さん、右脳さん。 ネドじゅん
かくれ繊細さんの「やりたいこと」の見つけ方 時田ひさ子

居るのはつらいよ 東畑開人
誰にもできる積善と陰徳のススメ 三浦尚司
美しい老い方 枡野俊明
癒やされて整う空海さまの教え 小田海光
世界の超常現象ミステリー 博学面白俱楽部
おおいたの泊まりたい宿 
吉田類の愛する低山３０ 吉田類
自分でできる相続税申告 福田真弓
マンガでわかる！相続税のすべて 須田邦裕
とにかく仕組み化 安藤広大
お茶でゆる～りセルフケア大全 ロン毛メガネ
身長は伸びる！ 高林孝光
アラ還十和子 君島十和子
問い直しファッション考 江弘毅
クローゼットには似合うもの、いいもの、大好きな服だけ 小畑滋子
かぎ針で編む夏の帽子とこもの 
シニアの手間なし栄養ごはん 米山久美子
医師が教える子どもの食事５０の基本 伊藤明子
絶品アボカド１００レシピ 緑川鮎香
農家が教えるいもづくし 農文協・編
リノベで解決！５０代からの家と暮らし 
インコのための最高のお世話 石綿美香
みんなの接客韓国語 広瀬直子、崔正熙
みんなの接客中国語 広瀬直子、顧蘭亭
たった１０秒！子ども筋トレで能力アップ！ 高林孝光
 その他多数

　ほんの森９月号　平日	午前10時～午後６時　土・日	午前９時～午後５時　月・祝	休み　九重町図書館	☎	76－3888

　　● 『おはなし会』 毎月第2土曜日10時30分〜11時
９月のボランティアグループは「チームそらまめくん」
の皆さんでした。
10 月は「スター」の皆さんです（10 月 14 日予定）
　ページをめくったとき、子どもたちの目がパッと輝く
瞬間があります。そんな時間を一緒に過ごしませんか。
予約はいりませんので、どうぞお気軽に図書館へ！

お知らせ

●『世界アルツハイマー月間』特設コーナー
【9月30日まで】

ここ数年、地域包括支援センターとコラボしている企画
です。認知症に関する本などをたくさん展示しています。
認知症のことを理解するきっかけになればと思います。

●「森村誠一」追悼コーナー【9月末まで】
7月24日に90歳で亡くなった作家・森村誠一。
ミステリー、ノンフィクション、時代小説、エッセイと幅広い分
野で数々の作品を生み出しました。「人間の証明」「悪魔の
飽食」「老いる意味」など、昭和を代表する作家の作品に、
令和の今こそふれてみませんか。

●芥川賞・直木賞・他受賞作コーナー【常設】
第169回芥川賞は市川沙央さん（43才）の「ハンチバック」が受賞されました。
難病「先天性ミオパチー」のため呼吸器や電動車椅子を使って生活している市川さん。受賞作は自身を投影した難病の女性の欲望や怒りを、ユーモアを交えて描いており、健常者の特権性を射抜く作品と高く評価されています。第169回直木賞は「極楽征夷大将軍」(垣根涼介・著)と「木挽町のあだ討ち」(永井沙耶子・著)です。ご予約は図書館カウンターまで。

●「養老孟司」作品コーナー
【9月中旬～11月初旬】

10月31日に文化センターにて講演予定
の養老

孟司著作コーナーを作っています。

養老さんといえば「バカの壁」（平成で一
番売れ

た新書といわれています）が有名ですが、
他にも

数々の作品があり、85歳になる現在も多
方面で

ご活躍されています。ぜひこの機会に養老
孟司の

世界をのぞいてみてはいかがでしょうか。

▲読んだ絵本▲ 8 月おはなし会の様子

図書館の特設コーナーをチェック
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暮らしの情報　●

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

■
と　
き　
平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
内　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
・

売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、
尊
厳

死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
に
関

す
る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約
書
類

の
認
証
等
に
関
す
る
相
談　

③
相
続
問

題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
６
７
５
１
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

■
と　
き

　
10
月
５
日
㈭
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場　
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内　
容　

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

　
（
☎
０
９
０
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

大
分
県
司
法
書
士
青
年
の
会

に
よ
る
巡
回
無
料
相
談
会

　
「
こ
ん
な
こ
と
を
相
談
し
た
い
が
、

誰
に
相
談
す
れ
ば
い
い
か
…
」
そ
ん
な

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護

委
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と　
き　
10
月
19
日
㈭

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場　
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内　
容　
差
別
を
受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
を
受
け
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
誹
謗
中
傷
さ
れ
た
等

■
お
問
い
合
わ
せ　
隣
保
館

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
６
‐
２
４
６
８
）

年
金
相
談
日

■
と　
き　
10
月
25
日
㈬

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場　
１
階
１
０
１
会
議
室

■
そ
の
他　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
日

田
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
６
１
７
４
）

精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

■
と　
き　
10
月
12
日
㈭
午
後
２
時
～

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■
内　
容　
う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人

及
び
家
族
等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る

医
療
相
談

■
相
談
料　
無
料

■
そ
の
他

　
前
日
午
前
中
ま
で
に
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所　
地
域
保
健
課

（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
３
１
３
３
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話·

面
接
相
談
】

■
と　
き　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、

　
振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

　
（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕】

■
と　
き　
10
月
10
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
２
０
０
）

お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

身
近
な
街
の
法
律
家
、
司
法
書
士
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と　
き　
10
月
14
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　
　
（
受
付
順
・
予
約
不
要
）

■
と
こ
ろ　
野
上
公
民
館

■
内　
容　
不
動
産
・
会
社
の
登
記
、
相

続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
借
金
問
題
、

少
額
裁
判
、
そ
の
他

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
司
法
書
士
青
年
の
会
事
務
局

　
（
☎
０
９
７
７
‐
２
３
‐
２
０
２
９
）

県
下一斉
司
法
書
士
法
律
相
談

　

相
続
・
会
社
設
立
等
の
登
記
、
供
託
、

訴
訟
、
遺
言
、
成
年
後
見
等
司
法
書
士
無

料
相
談
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
が
土
地
を
買
っ
た
り
、
ま
た
は

遺
産
を
相
続
す
る
な
ど
財
産
を
取
得
し
た

と
き
は
、
そ
の
所
有
権
の
登
記
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
権
利
が
保
全
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
、
相
続
登
記
が

義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　
ほ
か
に
、
会
社
や
法
人
・
組
合
の
設
立
、

少
額
な
訴
訟
、
民
事
再
生
、
自
己
破
産
、

土
地
・
家
屋
に
対
す
る
賃
料
不
払
い
や
明

け
渡
し
、
夫
婦
・
親
子
関
係
や
扶
養
に
関

す
る
問
題
な
ど
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
、

ま
た
、
判
断
能
力
が
低
下
し
た
高
齢
者
等

の
成
年
後
見
、
遺
言
書
作
成
等
の
ご
相
談

も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と　
き　
10
月
７
日
㈯　

午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
受
付
順
・
予
約
不
要
）

■
と
こ
ろ
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●　暮らしの情報

■
対　
象　

　
①
県
内
在
住
で
年
齢
が
満
16
歳
以
上
の
方

　
②
外
国
籍
の
方
で
義
務
教
育
を
修
了
し
て

い
な
い
方

■
料　
金　
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
教
育
庁
義
務
教
育
課

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
５
１
２
）

ご
存
じ
で
す
か
公
証
制
度

　

法
務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
た
公
証
人

は
、
遺
言
や
任
意
後
見
契
約
、
離
婚
給
付

契
約
な
ど
大
切
な
契
約
に
関
す
る
公
正
証

書
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
公
正
証
書
は
、

紛
争
の
予
防
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
公
正
証
書
遺
言
は
、
遺

産
相
続
に
伴
う
親
族
間
の
紛
争
を
防
止
す

る
と
と
も
に
相
続
手
続
を
簡
易
・
迅
速
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
公
証
役
場
で
は
い
つ
で
も
無
料

で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
相
談
機
関　
日
田
公
証
役
場

　
　
　
　
　
　
（
日
田
市
南
元
町
５
‐
28
）

■
電
話
番
号

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
６
７
５
１
）

わ
が
社
に
も
退
職
金
制
度
！

　
「
中
退
共
」
は
、
中
小
企
業
の
た
め
の

国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛
金
助
成
や
税

法
上
の
優
遇
が
受
け
ら
れ
、
外
部
積
立
型

だ
か
ら
管
理
も
簡
単
。
退
職
金
は
ぜ
ひ
中

退
共
に
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
（
☎
０
３
‐
６
９
０
７
‐
１
２
３
４
）

大
分
県
農
林
水
産
祭

〝
お
お
い
た
み
の
り
フ
ェ
ス
タ
〟開
催

■
と
き
（
農
林
と
水
産
の
合
同
開
催
）

　
10
月
21
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分
、
10
月
22
日
㈰
午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　
別
府
公
園
（
別
府
市
）

■
主
な
行
事　
県
産
農
林
水
産
物
の
販
売
・

食
の
提
供
、
木
工
教
室
、
パ
ン
カ
フ
ェ
、

ジ
ビ
エ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
農
林
水
産
祭
実
行
委
員
会

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
５
８
２
）

薬
と
健
康
の
週
間

　
10
月
17
日
か
ら
23
日
は
「
薬
と
健
康
の

週
間
」
で
す
。

【
薬
を
正
し
く
使
う
た
め
に
】

①
用
法
用
量
を
守
り
ま
し
ょ
う

②
使
用
す
る
薬
の
情
報
を
知
り
ま
し
ょ
う

③
人
か
ら
も
ら
っ
た
薬
は
使
わ
な
い

④
薬
の
専
門
家
（
薬
剤
師
な
ど
）
に
相
談

し
ま
し
ょ
う

【
お
く
す
り
１
１
０
番
】

　
お
く
す
り
１
１
０
番
は
、
薬
に
関
す
る

電
話
相
談
窓
口
（
薬
剤
師
対
応
）
で
す
。

　
日
田
市
複
合
文
化
施
設
ア
オ
ー
ゼ

■
相
談
料　
無
料

■
相
談
担
当
者　
大
分
県
司
法
書
士
会
員

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７
９
）

　
ま
た
は
最
寄
り
の
司
法
書
士
事
務
所

無
料
調
定
相
談
会

　
日
田
調
停
協
会
に
所
属
す
る
裁
判
所
の

調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と　
き　
10
月
29
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
日
田
市
複
合
文
化
施
設
ア
オ
ー
ゼ

■
相
談
内
容　
土
地
建
物
問
題
、
金
銭
問

題
、
交
通
事
故
、
相
続
、
離
婚
、
親
子
・

親
族
間
の
ト
ラ
ブ
ル
、
そ
の
他
各
種
の

調
整
相
談

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
調
定
協
会

　
（
☎
０
９
０
‐
１
１
９
６
‐
１
５
９
３
）

■
電
話
番
号

　
（
☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
９
５
１
２
）

■
期　
間　
10
月
17
日
㈫
～
10
月
23
日
㈪

　
　
　
　
　
（
22
日
㈰
除
く
）

■
時　
間　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

第
２
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

■
と　
き　
10
月
22
日
㈰
午
前
10
時
～

■
と
こ
ろ　
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

■
当
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
受
付
／
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
概
要
説
明
）
／

校
内
見
学
（
実
習
場
見
学
）
／
希
望
の

訓
練
実
習
を
１
つ
体
験
（
プ
レ
ゼ
ン
ソ

フ
ト
操
作
実
習
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
小
物

製
作
）
／
個
別
相
談
会

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
参
加
料
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
０
７
８
９
）

お
知
ら
せ

「
夜
間
中
学
模
擬
教
室

（
体
験
説
明
会
）」参
加
者
募
集

■
と　
き

　
（
秋
期
）
10
月
19
日
㈭
～
10
月
20
日
㈮

■
と
こ
ろ　
日
田
教
育
事
務
所
他

■
内　
容　
教
科
の
授
業

　
　
　
　
　
（
中
学
１
年
生
程
度
）
等

▲ＨＰ

試
験·

講
習
会

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
６
年
度
訓
練
生
募
集

（
高
校
新
卒
前
期
）

■
募
集
期
間　

　
10
月
30
日
㈪
～
11
月
15
日
㈬

■
対　
象　
令
和
６
年
３
月
に
高
等
学
校

卒
業
見
込
み
の
方

■
定　
員　
20
人

■
内　
容　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
基
礎
知
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暮らしの情報　●

『山岳救助隊』発足式と、『小型救助車』の配備について
問　消防本部　警防課警防係　☎ ０９７３-２４-２２０４

こちらこちら
119番119番
　日田玖珠広域消防組合消防本部では、令和５年７月２５日に『山岳救助隊」を発足し、１５名の山岳
救助隊員に任命書を交付しました。
　管内には、くじゅう連山をはじめ、津江山系釈迦連峰など、登山やトレッキング愛好者に親しまれ
た山々があり、これらに関係する救急救助事案の対応と併せて、山林作業中の事故、山林火災等、
山岳での災害を広く想定し、地域住民はもちろんのこと、地域を訪れる方々の更なる安心・安全を
確保してまいります。　
　また、同日に総務省消防庁から緊急消防援助隊無償使用車両『小型救助車』の受領報告も行い、
玖珠消防署に配備しました。

識
と
応
用
技
術
及
び
ワ
ー
プ
ロ
、簿
記
、

会
計
等
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
習
得

■
訓
練
期
間　
１
年
間
（
４
月
入
校
）

■
授
業
料　
無
料
（
入
校
時
に
教
科
書
等

の
実
費
が
必
要
）

※
経
済
的
理
由
に
よ
り
受
講
が
困
難
な
方

に
は
、
融
資
制
度
あ
り
。（
要
件
有
り
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
０
７
８
９
）

甲
種
防
火
管
理（
再
）講
習

■
と　
き　
12
月
20
日
（
水
）

■
と
こ
ろ　
Ｊ:

Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分
（
大
分
市
）

■
受
付
期
間

　
10
月
24
日
㈫
～
10
月
31
日
㈫

■
受
講
料　
７
，
０
０
０
円

■
定　
員　
１
２
０
人

■
申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
受
講
申
請
書
に
よ
り

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
申
込
み
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
（
一
財
）
日
本
防
火
・
防
災
協
会

　
（
☎
０
３
‐
６
２
６
３
‐
９
９
０
３
）

受
講
料
無
料
！
12
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■
募
集
コ
ー
ス　

　
も
の
づ
く
り
溶
接
科
、

　
も
の
づ
く
り
ア
シ
ス
タ
ン
ト
科

■
募
集
期
間　

　
９
月
19
日
㈫
～
11
月
２
日
㈭

■
訓
練
期
間　

　
12
月
１
日
㈮
～
令
和
６
年
５
月
31
日
㈮

■
そ
の
他

　

10
月
３
日
㈫
・
17
日
㈫
・
24
日
㈫
に

説
明
会
実
施

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

令
和
５
年
度
後
期
技
能
検
定
試
験

　
技
能
検
定
は
、
働
く
人
達
の
持
っ
て
い
る

技
能
を
一
定
の
基
準
に
よ
り
検
定
し
、
こ
れ

を
公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
制
度
で
す
。

■
申
請
書
受
付
期
間

　
10
月
２
日
㈪
～
10
月
13
日
㈮

■
実
技
試
験
実
施
期
間　

　
12
月
４
日
㈪
～
令
和
６
年
２
月
11
日
㈰

■
学
科
試
験
実
施
日

　
令
和
６
年
１
月
21
日
㈰
、
１
月
28
日
㈰

　
１
月
31
日
㈬
、
２
月
４
日
㈰

■
技
能
検
定
実
施
職
種

　
【
特
級
】
13
職
種

　
【
１・２
級
】
28
職
種
33
作
業　

　
【
単
一
等
級
】
１
職
種
１
作
業

　
【
３
級
】
10
職
種
10
作
業

　
※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
（
☎
０
９
７
‐
５
４
２
‐
３
６
５
１
）

▲申込み
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今
月
の
優
秀
句

今
月
の
優
秀
句

佳
作
　
二
十
三
席

佳
作
　
二
十
三
席

四
年
ぶ
り
の
下
旦
祇
園
、
待
ち
望
ん
だ
地
域
の
皆
さ
ん
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
中
七
の
「
チ
キ
リ
ン
コ
ン
」
が
そ
の
喜
び
を

表
現
し
て
い
ま
す
。

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
は
甲
虫
の
一
種
で
す
が
、
口
器
は
髪
の
毛
を

髪
切
る
ほ
ど
鋭
い
の
で
こ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
逃
げ
惑
う

カ
ミ
キ
リ
虫
を
ロ
ッ
ク
に
仕
立
て
の
が
愉
快
で
す
ね
。

久
し
ぶ
り
に
出
会
っ
た
友
と
の
会
話
、
笑
い
は
絶
え
ま
せ
ん
。

俳
句
は
口
語
体
で
も
出
来
事
を
そ
の
ま
ま
素
直
に
表
現
す
る

こ
と
で
読
者
の
共
感
度
も
高
ま
る
と
い
う
お
手
本
。

　
「
盆
の
月
」
は
秋
の
季
語
。
中
秋

の
名
月
の
一
か
月
前
、
孟
蘭
盆
会

の
月
で
も
あ
る
。

　

ま
だ
暑
さ
が
残
る
の
で
団
扇
を

片
手
に
仰
ぐ
よ
う
な
風
情
。

　

開
い
て
閉
じ
た
と
い
う
の
は
、

こ
こ
で
は
説
法
本
を
読
も
う
と
手

に
取
る
が
、
お
盆
の
多
忙
さ
で
、

つ
い
ま
た
に
し
よ
う
と
閉
じ
た
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

中
七
表
現
が
読
者
の
想
像
力
を

触
発
し
ま
す
。

（
寿
大
学
俳
句
ゼ
ミ
）

四
年
ぶ
り
チ
キ
リ
ン
コ
ン
と
祇
園
の
夕

正
夢
と
な
れ
や
こ
の
夢
天
の
川	

ヨ
ウ
子

黙
す
背
に
大
砲
聞
こ
ゆ
敗
戦
忌	

恵
子

天
高
く
己
の
過
去
は
雲
と
消
え	

一
主

パ
リ
の
空
映
え
ス
ポ
ッ
ト
の
夏
休
み	

ト
シ
子

運
動
会
果
て
の
白
線
残
し
た
り	

泉
渓

回
覧
板
へ
く
そ
か
ず
ら
の
角
曲
が
り	

則
子

タ
デ
原
は
今
年
も
早
し
秋
の
声	

豊
國

苦
瓜
の
花
飲
み
薬
の
多
き
こ
と	

桐
友

献
杯
に
想
い
想
い
の
初
盆
会	

ム
ツ
子

そ
の
昔
君
と
眺
め
し
天
の
川	

好
美

宿
題
を
打
ち
広
げ
た
り
昼
寝
の
子	

次
江

Ａ
③
結
論
か
ら
言
い
ま
す
と
俳
句
は
必
ず
し
も
文
語
で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
口
語
を
使
っ

た
俳
句
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
た
だ
俳
句
は
韻
文
で
す
か
ら
、
文
語
表
現
の
ほ
う
が
リ
ズ
ム
が

し
っ
か
り
整
う
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

Ｑ
④
「
韻
文
と
散
文
の
違
い
が
よ
く
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
だ
さ
い
」

Ａ
④
「
韻
文
」
と
は
「
一
定
の
韻
律
を
持
ち
、形
式
の
整
っ
た
文
章
」
と
い
う
意
味
で
す
。 「
韻
律
」

と
は
「
音
の
強
弱
・
長
短
・
高
低
な
ど
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
言
葉
の
リ
ズ
ム
の
こ
と
」
を
表

し
ま
す
。
散
文
は
韻
律
や
形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
普
通
の
文
章
で
す
。

　
散
文
は
「
歩
行
」
韻
文
は
「
舞
踊
」
と
い
っ
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー

の
有
名
な
言
葉
で
す
が
、
よ
く
特
徴
を
捉
え
て
い
る
な
と
思
い
ま
す
。

逃
げ
惑
う
髪
切
虫
の
ロ
ッ
ク
か
な

菊
ま
つ
り
友
と
笑
う
の
三
度
目
よ

説
法
本
開
い
て
閉
じ
る
盆
の
月　
　

竹
尾
き
く
み

原
田　

勝
子

竹
石　

末
子

春

蘭

盆の月

（
寸
評
）
ま
ず
は
楽
し
む
こ
と
。
こ
れ
が
俳
句
の
基
本
の
基
本
で
す
。
優
秀
三
句

は
「
チ
キ
リ
ン
コ
ン
」「
ロ
ッ
ク
か
な
」「
三
度
目
よ
」
と
い
う
具
合
に
独
特
の
表

現
力
で
楽
し
み
を
倍
増
し
て
い
ま
す
。
残
暑
も
吹
き
飛
ん
で
き
ま
し
た
。
十
月
は

も
う
秋
本
番
、
た
く
さ
ん
の
投
稿
お
待
ち
し
ま
す
。 

（
こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

 

十
月
号
の
締
切
で
す
。
九
月
二
十
四
日
（
ポ
ス
ト
イ
ン
）
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

読
者
俳
句
の
関
す
る
ご
意
見
ご
要
望
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

（
編
集
担
当
）

時 記歳

読 者 俳 句

夏
ド
リ
ル
溜
め
て
た
め
息
つ
く
少
女	

直
人

着
る
こ
と
の
無
き
羅
の
数
多
き	

八
千
子

敷
居
の
猫
台
風
の
目
の
く
っ
き
り
と	

律
子

マ
ウ
イ
島
の
空
向
日
葵
の
咲
き
果
て
て	

香
澄

爽
籟
に
目
覚
め
見
上
げ
る
青
天
井	

真
理
華

夏
帽
子
似
合
う
二
人
の
ラ
ン
チ
か
な	

文
子

ほ
っ
こ
り
と
妊
婦
の
よ
う
に
夏
の
雲	

チ
ズ
子

五
十
年
の
隙
間
を
埋
め
る
百
日
紅	

左
世
美

運
動
会
紅
組
白
組
競
い
合
う	

良
子

鳥
脅
し
立
つ
豊
年
の
祈
り
か
な	

干
城

葉
隠
れ
に
十
六
夜
月
と
遊
ぶ
虫	

ヤ
ス
コ

お
喋
り
の
途
切
れ
な
き
児
や
蝉
時
雨	

純
子

お
知
ら
せ

Ｑ

＆  

Ａ

俳
句
な
ん

　
で
も

Ｑ
③
「
俳
句
は
、
口
語
文
法
で
は
ダ
メ
な
の
で
し
ょ

う
か
。
現
代
社
会
の
即
応
し
た
口
語
の
ほ
う
が
分
か

り
や
す
い
と
思
い
ま
す
が
？
」

広報ここのえ　2023.9 月号広報ここのえ　2023.9 月号2121



広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

９
月

号
令
和
５
年
９
月
17日

発
行（
通
巻
808号

）
発
行
・
九
重
町
役
場
情
報
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

〒
879 -4895　

大
分
県
玖
珠
郡
九
重
町
大
字
後
野
上８番

地
の１

☎
	0973 -76 -2111	

印
刷・株

式
会
社
佐
伯
コ
ミュニ

ケ
ー
ション

ズ

9
月
・
10
月
の
休
日
当
番
医

●
病
院

月 日 医院名 住所 電話番号  ●
歯
科
医

月 日 医院名 市町 電話番号
9 月 17 日 荒 木 医 院 森 72-2466  9 月 17 日 中 村 歯 科 医 院 日田市 0973-23-2228

18 日 北 山 田 クリニック 北山田 73-2030 18 日 相 良 歯 科 医 院 玖珠町 72-0214
23 日 長内科小児科胃腸科医院 春日町 72-2143  23 日 は た の 歯 科 医 院 日田市 0973-22-7736
24 日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 72-1127  24 日 井上歯科医院 ( 日田） 日田市 0973-22-3305

10 月 1 日 麻 生 消 化 器 科 内 科 山 田 72-7100  10 月 1 日 伊 藤 歯 科 医 院 日田市 0973-24-5700
8 日 友 成（ 塚 脇 ） 医 院 塚 脇 72-0330  8 日 た し ろ 歯 科 医 院 玖珠町 72-3838
9 日 井 上 医 院 恵 良 76-2711  9 日 樋口歯科クリニック 日田市 0973-22-8881

15 日 三池循環器内科クリニック 塚 脇 72-6101 15 日 も ちまつ 歯 科 医 院 日田市 0973-22-8071
22 日 友 成（ 町 田 ） 医 院 町 田 78-8811 22 日 玉 井 歯 科 医 院 恵 良 76-2018
29 日 小 中 病 院 塚 脇 72-2167 29 日 ご と う 歯 科 医 院 日田市 0973-22-0002

<発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について>
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　コロナ発熱受診相談ダイヤル（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 7 3 - 3 0 1 5

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

町の面積／ 271.37㎢　　町の木／くぬぎ　　花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

人 の 動 き
８月 1 日～８月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,575 人 （ -13）
男 4,138 人 （ - 5 ）
女 4,437 人 （ - 8 ）

世帯 3,896 （ + 3 ）
（　）は前月からの増減

110 交通安全 2023.８月末
町内地区別事故発生状況

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 3 2 21 23
野 上 ３６ ３６
飯 田 2 4 6 101 107
南山田 12 8 55 63

計 2 19 16 213 229

９月生まれ

小
お だ
田	闘

とう し
志	さん

（保護者：小
お だ
田	拓

たく み
己）

３歳

友
ともまつ
松	煌

おう ご
心	さん

（保護者：友
ともまつ
松	大

だい き
輝）

２歳

麻
あそう
生	梨

り の
乃	さん

（保護者：麻
あそう
生	健

たけ る
翔）

３歳

甲
か い
斐	穂

ほの か
佳	さん

（保護者：甲
か い
斐	雅

まさみち
道）

１歳

１歳 ~３歳の誕生日を迎
える、九重町に住所があ
るお子さんが対象です。
詳しくは九重町ホーム
ページをご覧ください。
問	情報デジタル推進課

( ☎ 76-3874)

10月がお誕生日のお子さん
：９月２５日（月）

１1月がお誕生日のお子さん
：１０月２7日（金）

応募締切

◀︎
応
募
フ
オ
ー
ム

◀︎
九
重
町
Ｈ
Ｐ

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

赤
あ か み ね

峰 達
た つ お

雄 ７４ 狭 間
秋
あ き よ し

好 克
か つ み

巳 ９８ 荻 釣 下
小

お の
野 武

た け し
志 ６５ 旭

財
ざ い つ

津 孝
た か の り

德 ８８ 川 東 上
田
た ぶ き

吹 正
しょうへい

平 ８８ 中 村
仁
に れ き

禮木 マユミ ６７ 中 村
松
ま つ ぎ

木 藤
ふ じ こ

子 ８４ 田 中
高
たかくら

倉 千
ち り え

里 惠 ９２ 無 田 中 一
永
えいらく

樂 タ ズ 子
こ

８３ 物 見 塚

 編 集 後 記
　この編集後記を書いている頃はまだまだ猛暑日が続いて
いますが、これから気温が下がり秋の気配を見せてくれる
かなと思っています。
　さて、桃栗３年柿８年ということわざがありますが、私も
一昨年植えた栗が２年半の月日を経て実をつけました。こと
わざのように辛抱強く我慢したというより３年の時が過ぎる
早さを感じてしまいました。	 T.E　
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